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市長定例記者会見 

 

発表案件 令和７年度 庄原市職員採用試験実施計画について 

概要 受験希望者がより計画的に受験できるよう、職員採用試験の年間実施計画を公表します。 

また、本年度に高校を卒業する方なども受験が可能となる後期募集からは、近年の応募

者数の状況や職員の年齢構成なども踏まえ、応募対象年齢を細分化するとともに、公務員

経験者枠やＵ・Ｉターンなどに対応した社会人経験者枠を新たに設け、即戦力の人材確保

や帰郷を希望する方のニーズに対応します。 

さらに、ＳＰＩ試験の導入などにより、多様な人材確保に努めます。 

担当課 総務部 総務課 

 

 

※次回 市長定例記者会見 令和７年８月４日（月）11時 30分～12時 

発表案件 令和７年度市政懇談会の開催について 

概要 市政懇談会は、庄原市まちづくり基本条例の規定に基づき、市民と市長が直接対話する

ことにより、市民の市政への理解を深め、市民の意向を尊重したまちづくりを推進するこ

と及び市民の参画と協働の機会を積極的に提供することを目的に実施しています。 

令和７年度の市政懇談会について庄原市自治振興区連合会、各地域自治振興区連絡協議

会、各自治振興区と市の共同開催として実施します。 

担当課 総務部 行政管理課 

発表案件 官民連携コンソーシアムによる二地域居住先導的プロジェクト実装事業の実施について 

概要 近年、新型コロナウイルス感染症の流行を契機としてテレワークが普及したことや、地

方における豊かな生活への関心が以前よりも高まったこともあり、ＵＩＪターンを含めた

若者・子育て世帯を中心とする「二地域・多地域居住（主な生活拠点とは別の特定の地域

に生活拠点を設ける暮らし方。以下「二地域居住」という。）」に対するニーズが高まって

います。 

この二地域居住等における地域課題の解決に向けた先導的な取組を支援し、その課題や

効果・影響等を検証することにより、課題解決に向けた対策や取組の実装を図ることを目

的とした、国土交通省 二地域居住先導的プロジェクト実装事業について、市内外の団体

等及び市で構成するコンソーシアムにより申請していましたが、令和７年６月 30日付で事

業採択されました。 

令和７年７月 10日、事業主体となるコンソーシアム「教育×二地域居住による関係人口

の獲得を通じた、山間部の課題解決試行モデル推進プロジェクトチーム」のキックオフミ

ーティングを開催し、二地域居住の実践に向けた取り組みを進めていきます。 

担当課 企画振興部 企画課 
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